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Supernumerary and Geminated Teeth in the Lower Front 

Teeth Area : A Report of Three Cases
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　　Supernumerary　and　gelllinated　teeth　i且the　lower　fro批teeth　area　were　feund　in　two　females

and　a　male（Table　1－2）．　In　Case　1，　two　illcisors　appear　in　the　lower　right　lateral　incisor　area（Figs．

1－3）．In　Case　2，　the　lower　right　lateral　illcisol’is　fused　with　a　supernumerary　tooth．　The　crown　of

this　geminated　tooth　is　Iarge　in　mesio－distal　diameter，　alld　its　labial　surface　has　a　small　vertical

P「°tube「a・ce（Fig・・4－5）・Th・p・lp　cavity　i・f・・ed・t　the　cr・wn・nd　the　r。。t（Fig．6）．1・tlle・pP，，

law，　a　tooth　germ　of　the　mesiodens　can　be　observed（Fig．7）．　In　Case　3，　the　lower　right　lateral

incisor　is　fused　with　a　supernumerary　tooth．　The　mesio－distal　diameter　of　the　tQoth　crown　is　evi－

de！1tly　large，　and　a　small　process　is　present　on　its　lingual　surface．　The　labial　surface　of　the　crown

ha・adeep…tica19・・…（Fig・・8－9）・The　p・1p　cavity　is　c・mpl・t・ly　di・id・d（Fig．10）．1・these

three　cases，　the　crown　width　and　thickness　of　the　teeth　in　the　upper　and　Iower　jaw　generally　show

a1・rger　v・1・・th・n・verag・am・・g　th・J・panese（T・bl・1－2，　Fig・．11－13）．　Shi・・hu　M・d．み80，664

一675・　1982　　　　　　　　　　　　（Recei・・d　f。・p・blicati。・J・ly　5，1982）

K・yw・rds・sup・m・m・・ary　teeth，9・mi・・t・d　t・。th，1。Wer　fr。nt　teeth

過剰歯，双生歯，下顎前歯

　　　　　　　　　1はじめに　　　　また下顎前齢剛現した課歯麟在歯と餅し，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわゆる双生歯の形を示す頻度については，まだ正確

　永久歯の過剰歯に関する報告は，1例報告も含める　　な統計はないものの，稀有に近いもののようである。

と，これまで枚挙にいとまがないほどであるが，その　　われわれが調査したところでは，これまでEl本人にお

うち下顎前歯部に過剰歯が出現する頻度はきわめて低　　いて発見され，報告されたものは合計12例に過ぎない

く，酒井1）によると，数万人に1人くらいの割合であ　　（Table　4）4）”13）。

ろうという。また岡本ら2）の報告によると，下顎前歯　　　　さきにわれわれは下顎切歯部において，ほぼ正常切

部の過剰歯は，全過剰歯のO．　7％弱にすぎない。さら　　歯の形態を示す過剰歯を持つ．1例と，下顎側切歯と過

に藤田3）は上下顎とも，側切歯部に正常形態を具えた　　剰歯との癒合歯，すなわち双生歯を有する1例とを報

過剰歯が出現する頻度はきわめて少なく，その都度1　　告した（田中ら12））。このたび，さらに同様の過剰歯

例報告に値すると述べている。　　　　　　　　　　　　を有する1例と，双生歯を有する2例とを得ることが
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Fig．8．　Occlusal　view　of　the　upper　and　lower　　Fig．9．　Ageminated　tooth（arrow）in　the　lower

　　　　dental　arches　in　Case　3．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　right　front　teeth　area　in　Case　3．

　　　　　　A：Upper　dental　arch，　B：Lower　dental　　　　　A：Labial　side　view．　B：Lingual　side

　　　　　　arch．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vlew．

Fig．10．　Radiograph　of　the　geminated　tooth（arrow）in　Case　3，
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できたので，日本人における下・顎前歯部永久轡過剰歯　　であり，既往症として特に記載することはない。本人

と双生歯に関するこれまでの報告例をまとめたものと　　の発育，栄養は普通である。口腔内の清掃状態は悪く，

を合わせて，ここに報告したい。　　　　　　　　　　　乳歯にかなりの踊蝕がみられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朋出歯は下記のとおりである。
　　　　　　　　H　症　　　例

A症棚　　　　　　砦認il趨封ii｛i讐蓋霊
　滝○美○，女。長野市にて出生，受診時17才11ヵ月。

父母，姉とも聴数異常はないと云う．生来健康で，　このうち調は「耳に比べ，かな噛冠幅力状き

既往症として特に記載することはない。本人の乳歯時　　くて，唇面には切縁から歯頸部に達する小隆起が見ら

期の状態は不明である。全身の発育，栄養状態は普通　　れる。このことから，この「研『は2歯が合一したも

であり，歯の発育は良好であるが，軽慶の歯肉炎を認　　のと思われる・その舌面は歯頸部に軽度の結節を認め

めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るものの，全体として浅い凹面をなしている（Figs・

mabltldee＊下記のとおりである．　　　　4B・nd・5　A・　B）・ま螺l　m、詩・は鰍カミ見

　M2　MI　P2　PエC　I2111エ12　C　PI　P2　MI　M2　　　　られ，町は残根状態となっている（Figs．4A，　B）。

礪MIP・PIC・・＊1・1・1・・1・・C・・P・M砿　　さら・・X線診査・・よると擾認8器畿

　下顎右前歯部に3本の切歯が見られた。そのうち正　　の歯胚が認められたので・この了評『は双生歯である

中に近い1本は歯列上に位置しているが，その遠心面　　と考えられる。了詞の歯髄腔についてみると，歯冠

を舌側方向に捻転させている。その形態から，これが　　部では2歯の歯冠腔が癒合した影を留めているが，歯

了］であると考えられる。つぎの1本は歯列上から転　　根部では完全に共通な歯根管を形成している。その歯

位してηの遠心青側に存在するが，形態から見て，　　根尖孔は大きくて，歯根尖がまだ未完成である状態を

これが闘と思われる。さらtla’rllと司との閲の歯　　示している（Fig・6）。なおこの症例では』」と匹の

列上に，全体としては切歯形ではあるが，その切縁に　　間の正中部に，正中歯と考えられる紡錐形をした過剰

簸の尖頭歯噛・糀・てお・，・れ・欄歯で歯胚槻・れた（Fig。7）・㈱⊥ ｽ醐i蹴
はないかと考えられるので了囲と記載しておく。その　　である。

舌面は平滑な軽い凹面を示す。て］は歯列上にあるが，　　　各菌の歯冠の大きさはTable　2のとおりである。

その遠心面が舌側方向に捻転している（Figs．1B　　　C　症例　3

and　2　A，　B）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西0洋0，女。長野市にて出生。受診時20才3ヵ月。

　上顎ではユ』の［：1蓋側転位，ユ⊥聖の唇修ll転位によ　　家族（父母，兄2人，弟1人）にほ歯数の異常はない

る歯列の乱れがある。瞳は茄出途上である（Fig・　　という。生来健康で，既往症として特に記載すること

1A）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はない。本人の乳歯列期の状態は不明であるが，騨虫

　X線診査では澗，了囲の歯根は単根であり，正常　　が多かったという。全身の発育，栄養状態は普通であ

切歯と同様の発育を示している（Fig・3）。また　　る。歯の発育は良好であるが，口腔内の清掃状態悪く，

謝絵の埋伏・禰・れた・　　　かな・の歯・・騨槻・れた・

　歯冠の大きさはTable　1に示すとおりである。計　　　筋禺歯は下記のとおりである。

測基準は藤田14）の方法にしたがい，計測器具としては　　　　M2　MI　P2　PI　C　I2　1，1，　12　C　PI　ps　Ml　M2

1／20mm副尺付ノギスを使用した。　　　　　　　　　　M・　M・　M・　P・　pl　C　lz＊＊It工・工：CP・P2　MエM2　Ms

　下顎における各切歯の歯冠の大きさは，近遠心径　　　このうち一rllはその唇面を遠心方向にほぼ90°捻転

（歯冠幅）では了詞＝「lfi＞司〉了ヨ窟「rrであり，　　させており，やや唇側へ転位して存在する。この了］

唇舌径（歯冠厚）では匝＞il　＝＝「耳〉鋼＝＝了］と　　に接する遠心香側に2本の切歯が合一したと考えられ

なっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る歯があり，その唇面を近心方向に捻転させている。

　B　症例　2　　　　　　　　　　　　　　　　その切縁は唇面に凸な“く”の字形を示し，雷面の中

　田○智○，男。長野市にて出生。受診時7才11ヵ月。　央には独立した小突起を持つ。また唇面では中央の歯

父母，妹とも歯数に異常はない。本人の乳歯列期にお　　頸部に深い陥凹が見られ，歯頸部から歯根部にかけて

ける検診では，乳歯の歯数は正常であった。生来健康　　の溝を形成していると思われる。唇面の遠心半部は側
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Tabl・・1C・・w・wid・h・and・thi・kness・f・h・・eeth　i・Case・and　C・』・3’ iF・m・1・，　mm）．
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Crown　width

Case　1

　＃
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9．4

8．0

8．6

7．5

8．0
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7．2

7．0

6．0
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8．0
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Case　3
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7．0
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　＃
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8，2
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7．05
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8．55

7．05

7．71

7．　37

6．94

10，47

9．74

10．89

11．32

7．29

7．19

6．68

6．11

5．47

5，47

6．11

6．68
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7．29

11．32

10．86
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deviation

0．613

0．541

0．406

0．437

0．488

0，533

0．503

0，503

0．　533

0．488

0．437

0．406

0．541

0．613

0．673

0．547

0．472

0．451

0．386

0，370

0．335

0．335

0．370

0，386

0，451

0．472

0．547

0．673

Crown　thickness

Case　1

13．2

13．0

11．0

11．6

8．8

6。0

7．9

8．6

8．0

9．0

11，0

10．6

12．7

12．1

12．6

12．　2

9．6

9．2

8．0

6．8

6．9

6．0

6．8

6．0
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9，0

9．2

11．8

12．0

Case　3

11．3

12，0

9．8

9，8

7．1

6．8

8．1

8．3

6．6

8．9

10．0

10．1

12．0

11，0

　＃

11．4

9．5

8．9

7．9

7．0

6．2
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＊＊7．1

8．2

9．0
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11，31
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9．23

9，43

8．13

6．51

7．28

7．28

6．51

8。13

9．43

9，23

11．40

11．31

10．20

10．55

8，26

7，77

7．50

6．30

5．77

5．77

6，30

7．50

7．77

8．26

10．55

10．20

Standard：1：
deviation

0．649

0．513

0．561

0．588

0．527

0．433

0．447

0．477

0，433

0．527

0．588

0．561

0．513

0．649

0．560

0．498

0，509

0，492

0，442

0．365

0．366

0．366

0．365

0．422

0．492

0．509

0．498

0．　560

＊　Supernumerary　tooth

＊＊　Gem㎞ated　tooth

十　Mean　vaIue　by　Gonda（1959）28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

‡　Average　of　male　and　female　by　Gonda（1959）28）

§　Urlmeasurable　Clue　to　distortion

＃　Unmeasurable　due　to　imperfect　eruption　or　heavy　caries

切歯形を示すが，近心半部は中切歯形を塁している。　　出しているが残根状態である。「蕨も残根状態であり，

したがって，この歯は了ヨの過剰歯と刃とが合一し　　「砿の歯冠には強い爾触がある。MeMIP2M、には

た双‘噛と考えられるが・ここでel“「E’9｛Elと記載して　充塀が施されて・・る（Fig・．8Band　gA．　B）。

おく・可はやや融l」方向に転1、kしている．珊麟　 上顎では，　M，M、1，・、エ、1，　MIM，に繍硯
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Table　2　Crown　width　and　thickness　of　the　teeth　in　Case　2（Male，　mm），
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0．503

0，503
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0。541
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5．88

6．43
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deviation

0．513

0．433

0．447

0．477

0．433

0．513

0．498

0．365

0．366

0，366

0．365
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＊＊　Geminated　tooth

十　Mean　value　by　Gonda（1959）28）

‡　Average　of　male　and　female　by　Gonda（1959）28）

§　Unmeasurable　due　to　heavy　caries

＃　Unmeasurable　due　to　imperfect　eruption

られるほかは，特に記載するべき異常はない（Fig．　　に示すとおりである。

8A）。

　さらにX線診査によると，双生歯であるF『は独　　　　　　　　　　皿　考　　　察

立した2根を持っており，2本の切歯の合一が歯冠部　　　A　下顎前歯部の永久歯過剰歯

のみで起こっていることがわかる。歯髄腔について見　　　永久歯の過剰歯については，従来から数多くの報省

ると，歯根管ばかりでなく，歯冠腔においてもそれぞ　　がなされてきたが，その成因については大別して2つ

れ別の歯髄腔を形成していた（Fig．10）。なお睡は　　の説が唱えられている。その1つは系統発生学的な原

睡の歯根遠心側において水平方向に埋伏しており，　　因による復古形（先祖がえり）である，とする説であり，

越」は欠如しているのが観察された。　　　　　　　　ほかの1つは個体発生の途上における形成障害がその

　この症例における各歯の歯冠の大きさは，Table　1　　原因であるという説である。しかし，永久歯過剰歯の
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Table　3．　Cases　of　supernumerary　teeth　showing　normal　form　in　the　lower　front　teeth

　　　　　area　reported　in　Japanese，

Case
No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

Author

工mamura
Kusunoki

－do－

Ohhashi

Matsumoto

Uga
Endo

－do＿

Wakiya

Hirakawa　et　a1．

Abo

Ima三＆Kadowaki

Kishimoto＆Kinoshita
Hattori

Ydshioka＆Kobayashi
Yamazald

Okamoto　et　al．

－do－

＿do－

Ozaki

一do－

Hanaoka　et　a1．

Sawa　et　al．

＿do－

－do－

－do－

Tanaka　et　al．

Okamoto＆Okamoヒo
－do－

C駄se　1

Year Sex

1926　　？

1932　　F

－do－　F

1932　　M

1933　　M

1934　　M

1938　　M

－do－　　F

1940

1940

1941

1952

1952

1959

1960

1961

1963

＿do＿

－do－

1966

＿do＿

1972

1978

＿do＿

－do－

－do－

1979

1981

－do－

1982

M
M
M
F

M
F

M
F

M
M
M
F

F

M
F
F
F

M
F

M
F
F

Pesition

Lingual　from罰司

Lingual　frorn醐

Middle　of「τ百

Li・gu・1　f・・m到

Middle　ofπ
Lingual　frorn「酉

Middle　of圃

Distal　from西

Middle　of圃

Middle　of了rr

Middle　of－ 堰fP了

Middle　of吾司，　and「酉

Middle　of　T「「

Middle　of了T”i－

Li・gual　f・。m“ 奄堰|il

Middle　of－堰gP“i［’

Lingual　from調
Distal　from「『

Lingual　from「百

Middle　of岡

Lingual　from『i
（Three　teeth　are　fused圭n「2“）

Li血g岨1　from「ぎ

Middle　of珂

Middle　of　pm

Middle　of珂．

Middle　of珂

Middle　of了1了

Midd王e　of珂

Middle　of「齎

Middle　of「酉

Middle　of画

Form

Incisor

Incisor

Incisor

工ncisor

Incisor

Incisor

Canine

工ncisor

（twO）

Incisor

Incisor

Incisor

Incisor

（twO）

Incisor

Incisor

Incisor

InciSQr

IIlcisor

Incisor

Incisor

Incisor

Incisor

Canine

Incisor

Incisor

Incisor

Incisor

Incisor

Incisor

工ncisor

Incisor

Incisor

Reference

Cited　by　20）

　　－do－

　　＿do－

　　＿　do　一一

　　＿do－

　　18）

　　16）

　　16）

　　19）

cited　by　27）

　　20）

　　21）

22）

9）

23）

24）

25）

25）

25＞

11）

11）

26）

27）

27）

27）

27）

12）

13）

13）

成因については，現在でもなおほとんど分．かっていな　　前菌部における過剰歯の出現頻度はきわめて少なく，

いといってよい（藤田3）15））。　　　　　　　　　　　　先に述べたように，数万人に1人（酒井1）），ないしは，

藤16・1・よると1112MgM3 ﾎi書IM，M，111鋭’全永久歯過剰歯の…鰯㈱ら・・）・・すぎな…さ

の順で永久歯過剰歯の出現頻度が低くなるという。ま　　れている。Table　3は，日本人において下顎前歯部

た佐藤17）は永久歯過剰歯のうち，上顎に出現するもの　　に出現した正常歯と同様の形態を具えている永久歯過

がその91．20％をしめるのに対し，下顎では僅かに　　剰歯についての報告例をまとめてみたものであるが，

8．80％であるとしている。さらにその下顎においても，　われわれが調べた範囲では，今回の症例1を含めても
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Table　4．　Cases　of　geminated　teeth　in　the　lower　front　teeth　area　reported　in　Japanese．

Case　No．

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

A・・h・・ @1・・ar
Fukushima

Hirano＆Yoshida
Yoshioka

Yoshioka＆Ohtake
Aida

Hattori

Yoshimoto

Ozaki

Tanaka　et　al．

Okamoto＆Okamoto
－do＿

－do－

Case　2

Case　3

1937

1937

1941

1944

1958

1959

1959

1966

1979

1981

＿do＿

－do－

1982

1982

・・xl　・・・・・…　　1…eren・・

F
？

M
M
M
F

F
F
F

M
F

F

M
F

Middl・・f「酉

圧
2　（Left　or　right　is　unexplained）

rr
臣一（Three　teeth　are　fused）

「r

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

12）

13）

13）

13）

合計30例にすぎない9）11）－13）16）18）’27）。その理由の1つ　　蒔として厳密に区別のできかねる場合もある。本症例

として，下顎前歯部における永久歯過剰歯は，その大　　2の双生歯了囲は歯冠部，歯根部を通じて歯髄腔が

部分が正常歯と同じ形態を示すために，かえって発見　　共通となっていることから癒合歯の型であると考えら

されにくい一面があるのではないかと考えられる。　　　れる。これに対して症例3の双生歯『伊『では，歯冠

　今回報告した症例1における過剰歯の1例も，正常　　部の合一・・一は見られるものの，歯根は2根に分かれてお

側切歯と酷似していて，いずれが真の過剰歯なのか正　　り，歯髄腔は歯冠部，歯根部ともに互いに完全に分か

確には断定しがたい形態を示していたが，歯列の乱れ　　れているので，癒着歯に類する型であると考える。

があったことから，口腔検診申にたまたま発見された　　　また今回の症例2のように，乳歯と永久歯とが混在

ものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　している混合歯列の時期には，相隣接する正常歯同志

　B　下顎前歯部の双生歯　　　　　　　　　　　　　が癒合した癒合歯であるのか，過剰歯と隣在歯とが癒

　過剰歯が隣在歯と合一した双生歯の発現頻度はかな　　合した双生歯であるのかを鑑別する必要がある。その

りまれなものとされている。しかも下顎前歯部におい　　ためにはX線診断によってほかの永久歯歯胚の埋伏の

てはきわめて少なく，われわれが調べたところでも，　　有無を確認しなくてはならない。症例2ではX線診断

日本人では今回の症例2と症例3の2例を含めても，　　によってi「ifの歯胚を認めることができたので，

これまでに合計14例の報告が見られるだけである　　了評『が双生歯であることを確認しえた。

（Table　4）4）一’13）。　　　　　　　　　　　　　　　　　双生歯の場合には，いずれの側が正常歯であり，い

　歯の合一の成立については，現在2つの型が分けら　　ずれの側が過剰歯であるかを決めるのは，困難なこと

れている（藤田15））。そのひとつは癒合歯と呼ばれて　　が多い。症例2の双生歯了評『ではいずれの側が正常

いるもので，2つの歯が米完成の時期，すなわち歯胚　　歯か過剰歯かを断定するのは困難であるが，遠心側の

の状態のうちに合体したもので，少なくとも歯根の一一　　遠心隅角が反対側「荘の形態ときわめてよく一致して

部が両歯共通となっていることが特徴であり，歯髄腔　　いることから，この了囲の遠心半部が正常歯であり，

も合一しているのが普通である。第2の型は癒着歯と　　近心半部が過剰歯ではないかとも思われる。症例3の

呼ばれるもので，2つの歯がそれぞれ象牙質形成後に，　双生歯7『では，その遠心半部の唇面の形態が反対

セメソ1・質によって結びつけられたものである。した　　側「罵のそれとよく似ており，近心半部の唇面の形態

がって両歯の歯髄腔は互いに完全に分かれている。し　　は一司のものとよく似ている。したがってこの双生歯

かし，この癒合歯と癒着歯とは互いに類似したもので，　TE　FgElの遠心半部が正常の「司であり，近心半部は了1
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の過剰歯である可能性も考えられる。　　　　　　　　　見られないと述べている。しかしながら，われわれが

　なお疲例2ではX線診査により上顎正中部にも正中　　先に報告した双生歯の1例（田中ら12））においては，

歯と翫ら泌過乗噛胚硯られた・過縮の成因に　双生歯以外のほかの歯種の解の大きさが，正禰体

ついては先に述べたようにまだ明らかにされていない　　のそれに比べて，明らかに大きな値を示していた。今

が，上下顎共に過剰歯が存在していた本症例は興味あ　　回報告した症例1においても，ほとんどすべての歯種

るものではないかと考える。　　　　　　　　　　　　　にわたり，その歯冠の大きさが正常個体のものより大

　C　過剰歯の存在と歯冠の大きさとの関係　　　　　　きくなっており，また症例2と症例3の例でも，双生

　Table　1とTable　2は今回の3症例について，　　歯以外のほかの歯種の歯冠の大きさは，正常個体での

計測可能な上下顎の歯の歯冠の大きさを，権田28）の　　　値よりも大きい傾向を示していた。この問題について

日本人の標準値と比較して示したものである。また　　は今後なお例数を重ねて検討する必要があるものと考

Fig．11，12，13は権田28）のli直を基準にした関係偏差　　える。

折線図である。

　症例1では上下顎の歯の歯冠近遠心径（歯冠幅），　　　　　　　　　　　IV　ま　と　め

および唇舌径（歯冠厚）の大きさを日本人の標準値28）　　　下顎前歯部において永久歯の過剰歯を有する1例と

と比較すると，医と鋼の鮒厚だけカミ小さいこ　双生齢持つ2例につし・て瀦した。

とを除き，ほかのすべての値は大きくなっている。と　　　1　症例1は女性で，その下顎右側切歯部に1本の

くに上顎ではM・P21・Cの歯冠幅と・M，　P・P1　　過剰歯を持つものである。その過剰歯の形態は全体と

IeIIPtP2MIM2の歯冠厚が，また下顎ではWヨ　　して切歯形であるが，切縁に軽度の尖頭が見られた。

PiCI2＊12ptの歯冠幅と，　M2M，P，　ItPエP2　　　2　症例2は男性で，下顎省側切歯と過剰歯とが癒

臓の歯冠厚がそれぞれ＋2σの限界線を超えて　　合した双生歯を有するものである。この双生歯の歯冠

明らかに大きな値となっている。　　　　　　　　　　の近遠心径は大きく，唇面には切縁から歯頸部に逮す

　また症例2においては，まだ崩出している永久歯が　　る小隆起が見られた。この症例では上顎正中部に正中

少ないながら・上顎では瞳の歯冠幅とMtII　IIM1　　歯と考えられる過剰歯胚が観察された。

の歯冠厚，下顎では繭噛冠幅が日本人の標　3症例3は姓で，下顎の右側切歯と懸噛とが
輔28）に比較して僅かに・」・さいほかは，全体にわたっ　合一したと考えられる測三齢持つ。その歯冠近遠心

て大きな値を示している。とくに上顎では一幽の　　径は著しく大きく，舌面には小突起を持ち，唇面の中

歯冠幅，下顎では7rの歯繍と歯冠騨＋2・の　央部に聴頸部力・ら歯椰にかけて深い溝が存在した。

限界線を超えて大きな値を示している。　　　　　　　　　4　これらの過剰歯と双坐歯以外のほかの歯種の歯

　症例3においては，上顎の．亜L⊆の歯冠厚，下顎　　冠の大ぎさは，日本人の漂準値（権田28））と比較して，

では1，CP・M！の歯冠幅と『ｹ司の歯冠厚が，日人　　いずれの症例においても，金体として大きい傾向が認

人の標準値より小さな値を示しているが，全体として　　められた。

大きな値を示すものが多い。なかでも，上顎ではユ1」　　　5　以上の3症例の報告にあわせて，日本人におけ

の歯冠厚が，下顎では『V『の歯冠幅とM2　P2　P，　　るこれまでの下顎前歯部永久歯過剰歯と双生歯に関す

鷹の歯冠厚が・いずれも＋2σの限界線を超えて　　る報告をまとめた一覧を作製記載した。

大きな値となっている。なお一2σの限界線以下の小

さな値を示したのは了］の歯冠厚のみである。　　　　　稿を終わるにあたり，ご指導を賜った当教室の志水

　Haniharaら29）は過剰歯を有する個体における過　　義房教授・半田康延助教授に深謝するとともに，西沢

剰歯以外のほかの歯種の歯冠の大きさは，正常歯を有　　寿晃助手・横内久美子技官のご助力に対し，厚くお礼

する個体の歯冠の大きさと比べて，その差はほとんど　　申しあげる。
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